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★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
姉
が
平
高
出
身
で
、
何
か
あ
っ

た
時
に
、
先
生
に
相
談
し
や
す
い

良
い
雰
囲
気
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
入
学
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
入
学
当
初
か
ら
、
部
活
動
と
勉

強
の
両
立
を
目
標
に
し
て
、
部
活

動
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
勉
強

は
家
で
も
で
き
る
だ
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
商
業
系
の
検
定
や
模

擬
試
験
な
ど
の
勉
強
は
大
変
で
す

が
、
就
職
の
幅
を
広
げ
る
た
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
や

友
達
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
年
に
一
回

発
行
す
る
生
徒
会
誌「
わ
だ
ち
」の

編
集
に
取
り
組
み
、
校
内
行
事
の

良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
記
事
を
書

く
こ
と
な
ど
、
委
員
長
と
し
て
責

任
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
や
魅
力

　
学
校
生
活
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
友
達
と
の
交
流
や
部
活
動
の

美
術
部
で
み
ん
な
と
目
標
に
向

か
っ
て
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が

特
に
楽
し
い
で
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

　
公
務
員
に
な
っ
て
、
市
民
が
生

活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
尽
力

し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
盛

岡
の
専
門
学
校
で
公
務
員
講
座
を

受
講
し
、
夢
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　美術部・広報委員会委員長

角舘 咲
さ き

さん
（普通科２年：松尾中出身）

岩手県高校総合文化祭に出品した作品「救い」と
咲さん（紫薫ギャラリー）

35
平高ＨＰは
こちら﻿から

　12月2日、ANAクラウンプラザリゾート安比高原
（旧ホテル安比グランド）で、家政科学科1年生がホ
テル実習を行いました。客室・フロント業務の見学
の他、接遇の講習やバンケットセッティング（祝宴準
備など）実習を行い、観光・サービス関連分野の仕事
への興味や関心を高めています。

▶あいさつは、表情、態
度、身だしなみ、言葉遣
いが大切で、相手と目を
しっかり合わせてこそ
本当の挨拶であること
に気づかされました　

（１Ｃ小林由
ゆ な

奈）。緊張した表情で食器を扱う生徒

　12月6日、盛岡地方気象台から講師を招き、全校
生徒を対象に大雨・洪水のワークショップを開催。
ワークショップでは、平舘地域の防災マップをもと

大雨・洪水の想定をもとに
避難先などを確認する生徒

◆ 1年生活産業基礎の授業でホテル実習

に、大雨による土砂災害を想定した避難行動などを
グループごとに考え、発表しました。
　生徒たちは、大雨災害から身を守るためには、地
域の災害リスクを知ること、警戒レベルなどテレビ
やラジオから発信される気
象情報の知識を身に付ける
ことの大切さを学び、避難場
所や避難経路の事前把握に
加え、災害時は避難情報を的
確に収集し早めに命を守る
行動を取ることの重要性を
認識しました。

さまざまな分野の体験を積み重ねる ◆大雨洪水ワークショップを開催
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